
石井敦氏の議評にこたえて

亀甕 態治諄 (名 古屋大学大学観)

はじめに

こ.「差撼ξ的 `二重構造的図書鐘難鐘」論へ舎批鶏

菫.佐野の経書選択論について鍛詳無に対
・する批躍

おわりに

|ま じ・とみζこ

数梶「佐野友二部轟」への石書較氏舎講評 (な・ ニース・レター迄籐16～17号

)]こ 対 し,筆者はまず奮璽暴こ深 く議意を表現しておきたい。石井民の議評は,数

轟が「強馨;な推懸と初歩的なミスJとによって全 くの議論に議ってしま,て いる

と,議に議しく批判するものであった。指摘をうけたもヽくつかの 磁 歩的なミス

Jについては,率直にこれを認めもし)自 己批璃もしたひと考えるものであるが,

議得しえない魏半ξも多々あり以下にはこれら紅対する筆者舎反譲ならび|こ弁割を

試みたしヽと考える。

石井民の議評は,佐野図書鐘論の議雰性を主として論 じた識颯第 1章および第

2章へ参醜割に終難 している。こrた がって,識哩鍮率章や第 9章には全 くん、枠′ず
=

あたかも摘携が佐野図書館論の順界性のみをあげつらってしヽるかのようなI『象を

与えてい碁ことは残念である。それはともかく,以下石井氏寺論評にそ尋ヽつつ綾

討をすすあることにしたい。

1`「差別的・二重構造的図書館握劉 論への数躍

佐野鮭長時代 (19034-盆0)の「曲翻図書鮭規鷺」には終始一貫して「図書換畠

」豊格として分織緩要件が存4riし ていた (鰭033直後国税 5穐-19鍵多8露 -1906:

2踊→19争98県税機構者,と 改正されてはいたが)。 主としてこの点をふまえ推

はでは,鐘野の図書館論はとくに彙立図書鐘と進磐図書館とを「蓋窮鋳 `二重構

造鋳に撻鐘」す
‐
るものであると論じたのである。これに対する覇井民の批黎‡ま,

隆 料の表面的な読みと襲湯実務の無知から出た論断」だとし,(1)1900年 の現

麗改正ほ際 こ′では,「図書携轟特許轟」特与の機式が,藤町孝;長の証明を必要と

する証書式からこれを不要とする顧書式に改められており,「実質的には文章表



裏隊_教録九価な議鑽緩雛ここなってむヽた」こと。牡)生前の麹幡甕…氏が,「その

人が議腱量であるかどうか余攀関係なく『特許票』は発綺でき,実質的晏こ魏腰は

な静も同議の議果があった」と/8~井民に置言していた, とをヽう点をみをダ:魂鰹上

の機種要群は実質擁な意味を失ってけた(死文化 していた)のだとのべてもヽる。

ここでの争魚 :れ わヽゆる割度とそめ躍鸞実態を感ぐる購題であろう。

そこでまず1900年 iこ 数五された説爾0「図書斃出」規装を霧度み、てお くことるこ

したい。

第二十一条 量画県下二往スル左議プ者ハ本鯰プ図書ブ携畿スルコ トフ繹

一.本 鮭ヨリ鑓与シタル甕持券又ハ鶴魂券ソ有スル者

二々 県毅ゾ畿ムル成年著ニシナ鐘長二於テ身元確齢 認メタル者

三。 富菫公董及官公立学校罐震

爾.携 十七年以上ニシテ藤各号ノーノ資格デ有スル擦証人ゾ設クル者

鐘長二愛テ必要 卜認メタル壌合ニハ読頃ノ豊格二駒ラスー時酸 ザ携轟デ

許可スル麟 トプ鐸

改正箇所は第二曖のみである。すなわち,「裁年者ニシテ直接国税式岡以上ブ

纏ム鷲石彗」とをヽう機誌装の擁尋難を,「鰐等難プ納ム鷲4髭翁薔話Jと改め,さ らに願蓬舞亀

に改めたこともあってか新た|こ「鮭長二於テ身元確実 卜認メタル者」とをヽう条文

を狩雛 したのであった。ところで鋼度とそ勢運鷹とをヽう点で重要なのは, この改

正第二曖におしヽて「県畿フ織ムル歳年者」と「鐘轟二於テ身元確実 '・ ・Jと をヽ

う数 が}接続語「・・・ニシテJ(attd)で結ばれてけた薫である。級にこれが

「又ハ」(or)で綾続してひたならば,条文 睡翁長二於テ身元な 。,マ 」を規

躍者本位に運驚 し,機構書か否かに関わりなく「図書携轟特許証」を発行するこ

とも競熙上可能になる。 しかし,「・・・ユシテ」 (a遷)で接続させることによ

り, こ劣第二曖は「桑続ヲ纏ムル成年者Jで量つ「鐘長二於テ身元確実 卜認ム著

」ともヽうように)よ り隈定的な意味内容をもたさオ17る ことになったのである。

実際19器年魯この「図書換豊」競程の改正のあら尋ヽは,鋼爾醗五のための難事

への上華書 踵 爾及提出手続改正プ件上申」 (図庶第二二号,研為四二年二尾十

三震)ここも明らかなように,織種要件の実贅的な機農にあったのではなく,「構

許証」付与手続の簡素化きこおかれていたのである。すなわち上申書は, 躍 蓄携

畠手続ノ比較擁鰤鱚ナルk,C=不 必要 卜憩料スル手続フ書略シ =・ `Jと その

改正竃量を議してける。また石井氏が掲げた『鐵轟舎方々じの文書うこしても,手

続鍛鶴量化は3董認されてはいるものの,「本県下二鉦スル戒年蓄ニシテ県畿ア鮨

メ露墨二於テ身甦確実 卜認メタル者ハ」とか, 磁 記ノ資纂ナキ者ハ翼プ資纂ア



ル者フ保証人 トシ連署ヲ以テ出願スル トキハ」という文言にもみられるように,

「図書携出」資格については規則に忠実に限定を与えているのであって,納税者

か否かに関わりなく「特許証」が発行されたことを示唆するもの|ま,そ こには何

もないのである。さらに佐野の言をみても,た とえば『通俗図書館の経営』(191

5)に おいては,「県税を納むる成年者にして館長に於て身元確実を認めたるもの

には・・・」 (p.23)と 上記の文言同様,限定的な言い方をしているのである。 し

かも不可解なことに佐野は同書において,府県立図書館の「館外貸出」資格につ

いては,山 口図書館が当時すでに「県税ヲ納ムル者」であったにもかかわらず,

より制限的な「公民権を有する者」(地租または直接国税 2円以上納税者)にす

べきだとのべていたのである。

では第21条の但書「館長二於テ必要 卜認メタル場合ニハ前項ノ資格二拘ラス・

・・芸々」という条文の運用についてはどうか。これについては1906年 の知事ヘ

の上申書「本館規則改正ノ件具申」(図庶第二三号,明治二九年二月一日)に よ

れば,「公用ニテ本県二出張シタル者二対シ又ハ諸官衛会社等二対シ必要ノ参考

書ヲ供給セントスル場合二於テ普通ノ手続二依ラシメ難キコトアリ」と改正理由

が陳開されており,一般利用者のための条文でなかったことは明らかである。

以上のようにみてくると,佐野は資格制限の緩和や手続きの簡素化にたしかに

大きな努力を払ってきており, この点筆者の高 く評価することにやぶさかではな

いし,事実拙稿でも評価している。しかし,納税資格に関わりなく「特許証」を

発行したのか (運用上の措置をお、くめて)と いう点については,佐野の言からも

規則からもそうした示唆はえられないのである。館外貸出の重視や実に緻密な実

践,そ してそれにもとづ く発言を行ってきた佐野であればこそ,何 らかの示唆が

あってもよさそうなものだが・ 。・。 (つづく)

(受理 昭和60年 4月 20日 )

*第 12回 運営委員会報告

60年 6月 22日 (土)午後 5時～ 8時,東京池袋「滝沢」にて第12回運営委員会

を開催した。出席は,′ 中林隆明,常盤繁,工藤一郎,河井弘志,油井澄子,藤 IEI

幸雄,寺田光孝,川崎良孝。夏季セミナーおよび『図書館史研究』(第 3号)に

ついて検討した:さ らに,IFLAの図書館史Round Table, および研究会の組織間

題についてもはなしあった。次回の運営委員会は9月 9日 (月 )図書館史セミナ

ーの2日 目に開催する。



* 
『

図 書 館 史 研 究 』  (」崇 :三二 号 )予 告
『図書館史研究』第二号は9月 上旬に日外アッシェーッから発売されます。内
容は次のとおり,定価は未定です。

論文 図書館史教科書の改訂 藤野幸雄
ニユーヨーク公共図書館の成立とその展開   山本順一

古代中国における文献をめぐる諸問題 (二)  ェ藤一郎
展望 アメリカ図書館史研究のビプリオグラフィ   川崎良孝

西 ドイッの図書館計画と図書館法       平野美恵子

近代イギリス読者層研究について       芝田正夫
図書館史研究会の活動経過

* 事務局より

(1)60年度新入会員

(2)図書館史にかんする,短い原稿 (400字 ×10枚程度)を募集しています。
原稿は,受理した次のニュース・レターに掲載することを原則としてい

ます。ふるって応募 して ください。

(文責 川崎良孝)

*セ ミナーの御案内(応募要領 その他)

参加費 2,000円 , 懇親会費4,000円 ,宿泊費2,000円 について,振替用
紙 (同封)の表・裏両面に必要箇所を記入 し,申 し込んで下さい。
なお上記費用には9日 の朝食・昼食は含まれていません。 (テ ィータィムの

飲物は準備いたします。

9日 (朝食)は会館内の食堂は開いていませんので各自お願いします。
参加申込の確認は払込金受領証をもって代用させていただきます。
セミナーについての連絡 。問い合わせ先

セミナー実行委員長 工藤一郎



図書館史を考えるセミナー (第二回)の御案内

第二回セミナー (東京)を本年 9月 8(日)～ 9日 (月 )の両日,下記要領で

開催いたします。これは「図書館史研究の現状と展望」をテーマにした第一回 (

名古屋)。 第二回 (東京)につづ くものです。

テーマを「図書館における近代」とするのは,前回の「開かれた図書館」づ く

りの系譜を,今回は近代との関連で掘り下げてみたいからです。

皆様の御参加をお待ちします。

セミナー実行委員会

記

総合テーマ :図書館における近代とは

日   時 :9月 8日 (日 ), 9日 (月 )の両日

会   場 :大東文化会館 電03-935-8512

0174東京都板橋区徳丸2-4-21大東文化会館

定   員 :先着50名

プログラム

9月 8日 (日 )

12100～ 12:30  受  付

12:30～ 13:00  開  会

13:00～ 16:10図書館史における近代とは 司会 加藤二郎 (名 古屋市瑞穂図書館)

報告 I 「公共図書館史における“近代"の指標について」

力ヽ川剛  (お 茶の水女子大学,50分 )

報告Ⅱ 「 あるナショナリス トと図書館」

松本三喜夫(府中市役所,50分 )

14:40～15:10テ ィータイム

15:10～16:10質疑応答

16:10～ 17:00特別講演         紹介 石井 敦 (東洋大学)

演題  「京城帝大図書館一おもい出の人々,書物をめぐって」

関野真吉 (東京韓国研究院図書館)

17:00～ 17:30  連絡・休憩

17:30～ 20:00  懇親会(夕食を兼ねる)



9月 9日  (月 )

7:00～ 9:00 朝食

9:00～ 15:30 図書館史における近代 司会 阪田蓉子  (梅花女子大学)

山口源治郎 (名 大大学院)

報告 I「図書館における近代の成立一英米を中心に一」

森 耕一 (京都大学,50分 )

報告Ⅱ「 フランス近代図書館の諸相―書誌概念を中心に」

寺田光孝 (図書館情報大学,50分 )

10:40～ 11:30 質疑応答

11:30～ 12:30 昼食

報告Ⅲ「建国100年 アメリカ公共図書館の展開-1876年連邦報告書の

検討から」

山本順一 (図書館情報大学大学院,50分 )

報告Ⅳ「朝鮮近代図書館史一植民地支配と図書館一 」

杉原繁治 (名 古屋市南図書館,50分 )

14:10～15:10 質疑応答

15:10～ 15:30 ティタイム

15:30～ 16:30 まとめ 。全体討議

まとめ  岩猿敏生 (関西大学)

司 会  小川 徹 (法政大学)

鮎沢 修 (聖徳学園短期大学)

16:30     閉 会

関野真吉氏(第一日)の講演についての参考資料

“朝鮮・満洲の図書館を語る一関野・弥吉・西沢一座談会"

『図書館雑誌』vol.59(1),1965,p.338-346

“専門家訪間一図書目録研究家 関野真吉氏訪問一 "

『書誌索引展望』vol.5(4)


